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        　＊　幸福の天使　＊






　大国エスヴァルドで、第一王子の結婚式が執り行われる日が近づいてきた。

　そんなとき、国の中ではあるひとつのうわさがじわじわと広まり始めていた。

　噂は、貴族も平民も関係なく、国中のほとんどの皆が耳にしている。

　それは、第一王子レオンハルトの婚約者である小国からきた神官ナザリオと、彼が連れてきた小さな二匹の生き物についての噂だった。


　――きっかけは、レオンハルトの二十三歳の誕生日の出来事からだった。

　恒例通り、王子は祝いのために集まってきた民への挨拶のため、城のバルコニーに姿を現した。待ちかねた民は喜びで沸き立った。少し前に発表された婚約を祝う声があちこちからかけられる。レオンハルトはその声に頷き、珍しく柔らかな表情を見せた。

「無事に二十三歳を迎えた。平和にこの日を迎えられたことを、神と国王、そして国民に感謝したいと思う」

　堂々とした様子で言ったレオンハルトは、続けて「先日は、婚約するという幸せな知らせができた。そして今日は、改めて民に、我が婚約者であるナザリオを紹介したい」と言い、バルコニーの奥へと手を向ける。

　――そこへ、緊張した面持ちのナザリオが姿を見せたのだ。

　少し前に、それまでは伏せて進行されていた、レオンハルトとナザリオの婚約が発表された。

　次代の王になるだろうと誰もが思う第一王子の婚約という、国の一大祝事だ。

　元々、『運命の相手を占えるフィオラノーレの神官』の話題は、国境を超えてこのエスヴァルドにも届いていた。

　王子の相手を占うために彼がこの国に招待されたことは、貴族の間のみならず、平民たちの中でも注目の話題であり、結婚を望まない王子が占いを拒んだことや、その代わりのように、次々と貴族の娘たちが占いを求めて王城を訪れているらしいという話が聞こえてきていた。

　当の王子がナザリオと恋に落ち、突然婚約が発表されたことは当然、誰にとっても驚きの出来事だった。ふたりの婚約は、国を超え、身分差を超えて結ばれたロマンスとして、国中の娘たちの話題の中心となっていたのだ。

　そんな中で、王城からほとんど出てくることのないナザリオの姿を民が目にするのは、この日が初めてのことだった。

　王城関係者たちからささやかに漏れ伝わる話で『そこらの貴族の娘では、太刀打ちできないほど美しく、小柄な姿をしているようだ』『礼儀正しく、貴族に対しても使用人にも、分け隔てなく優しいらしい』という話だけは聞こえてきていた。

　民の期待と興味は頂点に達していて、占いを頼むことは無理でも、王子の婚約者の姿をなんとか一目見たいという声が溢れ、ナザリオが占いをする時間帯には、王城の周辺に集まる者たちが増えていた頃だった。

　そのため、結婚式前に一度お披露目をして、民の熱を落ち着かせようということになったのだろう。

　大勢の民の前に姿を見せたナザリオは、伝わってきた話以上に人々の目を奪った。

　亜麻色の髪が陽光に輝く。色白で小作りな顔立ちは清廉な雰囲気を纏っている。

　控えめに長身のレオンハルトの隣に立つその姿は華奢で、凛としているのにも関わらず、どこか守ってやりたくなるような雰囲気があった。

　しかも、彼をバルコニーに導いた第一王子――社交的なことを好まず、お茶会や舞踏会にはいっさい参加せず、極めて有能だが愛想がない、と言われ続けてきた――が、婚約者に向ける笑みは、あまりにも優しく、幸福そうで、王子が本気でナザリオを愛していることが民にも伝わった。

　当然のことながら、王族は政略結婚がほとんどだ。想い合うふたりの様子は、前王の結婚を知る年代の者にはいっそうの驚きを与えた。

　次代の王とその初々しい婚約者を、多くの民が声を上げて歓迎した。

「王子様、ナザリオ様、おめでとうございます！」

「エスヴァルドに益々の繁栄を！」

　口々に祝いの言葉を叫び、誰もが若いふたりの今後を祝う。

　そっとレオンハルトに促されて、ナザリオが躊躇いながら民の声に応え、手を振ろうとした、そのときだった。

　純白の神官服の袖口から、なにかがぱっと出てきて、ナザリオの肩に乗った。

　レオンハルトとナザリオがふたりとも驚きの表情になる。慌てて隠そうとしたものの、すでに遅い。更に、もう一つ、なにかが飛び出して、ナザリオの反対側の肩の上に上ってきた。


「ピッ、ピーノ！　出てきちゃだめって言っておいたのに」

　ナザリオは青くなり、大慌てで潜めた声でピーノを窘めている。

「だってだって、すごい声がするのです！」悪びれないピーノの声を聞き、「ボクも出ます！」とロッコまでもが急いで出てきてしまう。

「大丈夫だナザリオ、民に声は聞こえない。――ピーノ、ロッコ、出てきても構わないが、城の前にはたくさんの民が集まっている。ぜったいにナザリオの肩から下りては駄目だぞ？」

　困惑する民には二匹の話し声は理解できず、ナザリオたちの潜めた声も聞こえない。ただ、慌ててなにかを隠そうとしているナザリオと、大丈夫だと言うように宥めているレオンハルトの様子だけが映った。

　なにがなんだかわからずに、集まった民は遠目にバルコニーを見上げている。

　そのうち、王子の婚約者の両肩にちょこんと乗っているのが、どうやら大きな耳をした白いリスのような、小さなキツネのような、小動物らしいということに気づいたようだ。

　王子の婚約者が、国から二匹のペットを連れてきているという話を、王城に近い者は耳にしている。だが、その姿を目にしたことはない者がほとんどだった。

「わっ、なぁにあれ、可愛いー！」

「小さいなあ、なんの生き物？」

「もしかして、ずっと袖の中に隠れていたのかしら？」

　民は二匹の生き物を指差して口々に言い合う。自分たちの言葉をちいさな二匹が理解できるなどとは知らずに。

　困り切った顔のナザリオの両肩で、興味津々に集まった民を眺める二匹は、きょろきょろと辺りを見回し、ふっさりとした尻尾をふりふりする。一生懸命にナザリオとレオンハルトの顔を見上げて、なにかを話すみたいなそぶりを見せている。

　しまいには、民の歓声に応えるかのように、手を振るしぐさのようなものまで見せるサービスぶりだ。

　愛らしい婚約者と、小さな二匹の登場で、王子の誕生日と婚約者のお披露目は、大歓声の中で幕を閉じたのだった。


　――そして、王子の誕生日の夜。エスヴァルドの民は、流星群が夜空を覆い尽くして流れていく珍しい光景を目にした。

　更にその翌朝。国内最大の鉱山で、巨大な宝石の原石が採掘された。

　調査の結果、見つかった原石はかなり純度が高く品質の良い石で、エスヴァルドの歴史に残る限りでは最大と言えるほどの大きさのものだとわかった。

　ちょうど、採掘の指揮官に当たっていた者は、昨日の王子の誕生日に王城を訪れ、その興奮を近所の人々や部下たちに話していた。

　流星群を目にした者たちも、なぜか日中にレオンハルトとナザリオを見た者が多かった。

　王子の誕生日の夜とその翌朝の、流星群と巨大な宝石の原石の話は、あっという間に国中を駆け巡り――そして、誰からともなく言い始めた話があった。

『婚約者どのが、白い二匹の獣を肩に載せているところを目にすると、どうやら偉大な幸運が訪れるらしい』――と。

　噂は人々の口を伝い、次第にエスヴァルド全土に伝わっていった。

　いつしか噂は王城まで辿り着き、第一王子の耳にまで入った。


「――幸福の天使、ですか？」

　いつも通り、甘いものを持ち帰ったレオンハルトを歓迎し、大喜びで頬張っていたピーノとロッコは、ナザリオの声にぴくっと大きな耳を立てる。

　レオンハルトは今日、耳に届いた街の噂話をナザリオに伝えていた。

「ああ。俺の誕生日のあたりに起きた流星群と、それから巨大な宝石の原石の発掘という類稀な幸運な出来事の連続から、国民がそう呼び始めているらしい。あなたが白くて小さな二匹を肩に載せているところは、まるで翼の生えた天使のようで、それを見ると素晴らしい幸運が訪れる、と」

　満更でもない様子で説明するレオンハルトに、ピーノとロッコは目を輝かせて大喜びする。

「そのとーりです！　ナー様とボクたちは、幸運の天使なのです！」

「みなさまにしあわせを運ぶお役目ですね！　がんばります！」

「ピーノたち、ちょっと落ち着いて」

　ナザリオだけが困り顔だ。

「レオンハルト様、その……申し訳ないのですが、どう考えても、偶然が重なっただけではないかと思うのですが……」

　興奮が収まらず、部屋中を走り回る二匹のはしゃぎっぷりに、ナザリオが助けを求めるように見上げてくる。

「まあ、おそらくはそうだろうな。だが、運命の相手を占う力を持つあなたは特別な存在だ」とレオンハルトは頷きながら言った。

「民にしてみれば、初めて公に現れたあなたがあまりに美しく、ピーノとロッコが賢くて可愛らしかったから、たまたま起きた幸運な出来事とあなたたちの存在が関連付けられたのだろう。過去にも王族の婚姻時には、美しい花嫁に国中の人気が集まって、肖像画や花嫁が着たのに似たドレスが飛ぶように売れたということがあったらしいしな」

　レオンハルトは微笑むとナザリオの手をそっと握る。

「皆が熱狂するのも無理はない。我が王家に大きな祝事が訪れるのは、義弟のユリアンが生まれたとき以来で、かなり久し振りのことだ。だから、誰もがあなたが我が王家に来てくれたことを歓迎しているんだ」

「レオンハルト様……」

　感激で言葉を失うナザリオの背後に、小さな白い影が見える。ピーノとロッコはぴょんとテーブルの上に乗り、やや不満げに尻尾をパタパタさせた。

「ああ、すまない。あなたと、それから可愛い二匹のことを歓迎している、だったな」

　レオンハルトが言い直すと、満足したようにピーノたちがナザリオの肩の上に飛び乗る。それぞれがナザリオと手を伸ばしたレオンハルトに頭を撫でられて、ご満悦顔だ。

　一頻り可愛がられて満足すると、二匹はテーブルの上に戻る。そして、残りのお菓子を頬張りながら、どうやったら皆に幸せを運べるだろうか、やっぱり美味しいお菓子を配るのがよいのではないかなどと、噂通りに天使の任務を全うする方法を、至極真面目な顔で話し合い始める。

　愛らしい二匹を眺めて、ふたりは頬を緩める。

　レオンハルトは傍らにいるナザリオの細い躰をそっと抱き寄せた。

「実は、俺自身は、あの噂は当たっているのかもしれない、と思っているんだ」

「え……」

「二匹を肩に載せたあなたの姿を、俺は毎日のように見ているだろう？　そうして俺はいま、こうしてあなたと婚約を交わし、それまでは想像もできなかったほど、幸福な日々を送っているのだから」

　ああでもないこうでもないと話し合っているピーノたちに気づかれないようにナザリオの手を取り、レオンハルトはその甲に唇を押しつける。

　琥珀色の目が驚きに見開かれ、それからゆっくりと細められる。

　僕もです、という小さな囁きは、今日もまた、レオンハルトを国一番の幸せ者にした。


　――結婚する気のない王子の大いなる変化に影響されたのだろうか。

　王子が結婚したその年、エスヴァルドは突然の結婚ラッシュを迎えた。

　思いを寄せた相手がいる者は、まだ若い王子と婚約者のいかにも幸福そうな様子を目にし、我もと発奮して告白した者も多くいたのだろう。すでに恋人がいた者には、思い切って求婚する後押しとなったのかもしれない。

　結果として、ふたりが結婚したその年は、大国内で結婚するカップルが倍増し、翌年からは続々と赤子が誕生した。

　必然的に、式の衣装を作る仕立て屋や、式の余興として呼ばれる楽器引きは、相次ぐ依頼に嬉しい悲鳴を上げ、結婚や出産に関連する商売の売り上げも増え続け、特需によって、国内の景気は大いに上向きとなった。

　それが王子の妃となったナザリオと、彼が連れている小さな二匹のおかげだと思う者は実に多く――その後も、ナザリオが肩に二匹を載せているところは『幸福の天使』と呼ばれ続け、その光景を目撃した者は、皆に散々羨ましがられた。

　異国から来た神官は、人々を幸福に導く象徴として崇められ、翌年即位した国王と、小さな二匹と共に、民に末永く愛される存在となったのだった。


　　　　　　　　　　　　　　　END

    
        　＊　病めるときも 健やかなるときも　＊






『フィオラノーレから来た神官のナザリオと、すでに婚約を交わした』

　レオンハルトが議会でそう宣言したとき、王城の室内には大きなざわめきが起きた。

　驚きの声が上がったのも無理はない。

　ナザリオと婚約したことは、議会参加者の中では、まだホーグランド大臣くらいしか知らない事実だったからだ。

　想いを確かめ合ったあと、ふたりの婚約は早急に――そして内密に進められていた。

　それは、ナザリオの祖国の教会で働く者たち、そして孤児院にいる子供たちを、悪辣な大司教から守るためだった。

　レオンハルトには、愛したナザリオを安全かもわからない教会に戻すつもりは毛頭なかった。かといって、自らが突然理由もなく他国に赴き、教会に干渉すれば、すわ侵略か支配かと大事になる可能性が高い。

　だから、とにもかくにも、エスヴァルドがフィオラノーレに干渉するための、大義名分が必要だった。それが、王子とナザリオの婚約という既成事実だったのだ。

　しかし、婚約を盾にして乗り込むにしても、まだ問題があった。エスヴァルドのような大国で王子の婚約を公表すれば、諸外国や貴族からの祝いが一気に殺到して、各所への挨拶や式の調整などで身動きが取れなくなる。それがわかりきっていたため、関係者のみで婚約式を済ませ、それ以外のすべてを後回しにして、まずはフィオラノーレを最悪な状況から救うべく、レオンハルトは動いた。

　しかし、諸悪の根源だった大司教が、罪を問われる前に逃げたことで、事態は一変した。

　過去には幼いナザリオに苛烈な虐待を加え、いままで皆を恐怖に陥れていた悪党だ。おそらくは、大国と縁づいたナザリオの口から自らの罪が暴かれ、なにもかもを奪われることを恐れたのだろう。念のため、国内に潜んでいないかの捜索はさせているが、身分を隠して他国に入られてしまえば、発見は困難だろう。

　なにはともあれ、これでもう教会で働く者たちや孤児院の子供たちが害される心配はなくなったのだ。

　内密に婚約を進める必要がなくなり、議会に参加したレオンハルトは、ナザリオとの婚約の事実を改めて公表した、というわけなのだった。

　レオンハルトの唐突な宣言に、ほとんどの大臣から祝福の声が上がった。

「……恐れながら、一言申し上げてもよろしいでしょうか」

　祝いの空気一色の中で、苦い顔で手を上げた者に視線が集まる。

　顔を見れば、その若い貴族はモラン家の子息で、現后の息子末の王子、ユリアンを推す一派の者だ。

　ユリアンはまだ未成年で、いま現在は、王位継承の資格を満たしていない。

　だからおそらくは、前后の親族に後押しされるレオンハルトの結婚に少々ケチをつけておきたいだけだろう。

　レオンハルトの親族で、隣の席に座るホーグランド大臣が目を剥いて反論しようとする。

　それを手で制し、レオンハルトは手を上げた者に頷いた。

「構わない。聞こうか」

「第一王子殿下、ありがとうございます」と言って、モランは立ち上がった。

「まず、ご婚約おめでとうございます。お相手は神職の方とのことで、たいへんに喜ばしいことですが……祝うには、相手の母国に問題があります」

　周囲に動揺が走る。議長と複数人の貴族からこちらに視線が向けられたが、話を遮らなくていい、という意味でレオンハルトは胸の前で腕を組み、聞く体勢を取った。

　モランは勢いづいたように続けた。

「大陸の隅にある、ごくごく小さな小国と、大陸の中枢を担う我が大国エスヴァルド――格差があり過ぎます。無礼を承知でこの国の、そして殿下のために言わせていただきますが、神官どのは先方の王家からの差し金で、我が国の王家の潤沢な財産を狙い、殿下の御心に取り入ったのではありませんか？」

　小国出身の婚約者を貶めるような言い分に、室内にどよめきが涌き起こった。

「き、君！！　いくら殿下が発言をお許しになったからと言って、あまりに無礼過ぎるぞ！」

　ホーグランドの怒りを、モランは鼻で笑うような素振りを見せた。

「ホーグランドどの。私は確信を持って言っているのですよ。なんでも、神官どのは、貴族から望まれた占いの人数はもったいをつけて絞っているにも関わらず、空いた時間にはまめまめしく差し入れをお持ちになって、病床の王のもとを見舞っているとか……。それは、国王にまで取り入り、レオンハルト殿下との婚姻をスムーズに進めようと、媚を売っているようにしか思えませんが」

「ええい、誰か、いますぐにこの無礼な者を外へつまみ出せ！！」

　ホーグランドは顔中を真っ赤にし、もうカンカンだ。

　言いたいことを言ってすっきりしたのか、モランのほうは涼しい顔で腰を下ろす。

　おそらくは、伴侶を得て来年レオンハルトが王位についたとしても、相手が男で子は産まない。そうであれば、先々は必ず、自分の派閥が推すユリアンの治世になるだろうという安心感から、このようなふざけた態度をとっているのだろう。そのくらい、前后の一派と現后の一派とは、溝が深い。

（ユリアンも俺も、争いごとを望んでいないというのに、これだからな……）

　心の中で、やれやれとため息を吐く。

　自ら立ち上がって男に掴みかかりそうなホーグランドに「落ち着いてくれ」と囁いてから、レオンハルトはスッと立ち上がった。

「――まず、ナザリオには、俺自身が心から望んで求婚した、ということを明確に宣言しておきたい」

　そう言うと、ざわついていた周囲が静かになった。

「国同士の格差などよくあることで、我が国としてはいっさい結婚の障害にはならない。そもそも、彼が父の見舞いに行くことを媚だと誤解しているようだが、ナザリオは怪我をした従者の見舞いにも同様に、欠かさず行っている。彼が見舞いに行くのは、王に取り入るためなどではない。彼は誰にでも優しい。純粋で心の美しい人だ。父の病と従者の怪我が改善することを願い、毎日神に祈ってくれている」

　周囲を見回しながら、レオンハルトは続けた。

「きっと、『見舞いは王に取り入るためだろう』と揶揄されたら、予想もしない話に驚くだろう。だが……彼はそのような誤解に本気で憤るような底の浅い人間ではない」

　レオンハルトはモランに視線を向け、まっすぐに射貫いた。

「だから俺も、我が婚約者をよく知らない者からの非礼を許そう。ただ――心優しいナザリオと違って、俺はそこまでできた人間ではない。許すのは今回限りだということを、よく覚えておいてくれ」

　愛する者を侮辱することは、二度目は許さない――。

　レオンハルトがそう言い切ると、ケチをつけたモランは驚いたらしく、慌てて謝罪した。

　周囲の視線が痛いのか、ホーグランドに殴られそうな勢いなのを危惧したのか、体調が……、と呟いて、逃げるようにそそくさと退室していく。

「――さて。静かになったところで、各大臣には式の準備を頼みたい」

　レオンハルトが冗談ぽくいうと、室内には安堵の空気が流れた。

　ナザリオが贅沢を望まず、できるだけ自分に関わるものに余計な金をかけないでほしいと言っていること、だが結婚式は国全体の消費が活発になる機会でもあり、大国の威厳を周辺国に現すべき機会でもあり、そこの折り合いをうまくつけてほしいことなどを、レオンハルトは大臣たちに頼む。

　ざっくりとした計画を話し合ったあと、議会を閉める前に、古参の大臣がしみじみとした口調で言った。

「殿下はどうやらよきお相手に巡り合われたようだ。いまから思うと、婚約された頃からやけに落ち着きが増し……いっそう大人になられた。婚約者どのは素晴らしい方で、殿下に安心を与えて下さっているのでしょうな」

　そう言われてレオンハルトは目を瞠る。少し照れくさかったが、ナザリオを褒められたことは、素直に誇らしく感じた。

「ああ、その通りだ。我が婚約者どのは、まっすぐな心と……それから、深い愛情を持っている。出会ってからずっと、俺を幸せへと導いてくれているんだ」

　だから、彼のためにもまっとうな施政を行い、この国をいっそう素晴らしい国にしたいと思う、と正直な気持ちを口にすると、年を取った大臣は目を丸くした。

　これまで『誰とも結婚はしない』と頑なに言い放ち、周囲の貴族とも必要最低限の付き合いしかしてこなかった無骨な王子の言葉に驚いたのだろう。

　確かに、ナザリオを好きになってから、自分は丸くなったと思う。

　部屋に戻れば、笑顔で迎えてくれるナザリオと、愛らしいピーノとロッコがいる。ひとりと二匹は、すでにレオンハルトの大切な家族だ。

　今頃は、日課の占いを終えた彼は、小さな二匹を伴って、国王の部屋を見舞いに訪れていることだろう。

　父のほうも、殊の外息子とナザリオの結婚を喜んでいるようだ。彼らが来てくれる時間をなによりの楽しみにして、毎日とっておきのお茶菓子を用意して待っているらしい。会話ができて賢く、天真爛漫なピーノたちに至っては、もはや目の中に入れても痛くない孫のように可愛がっている。

　彼らと交流を始めてから、ずっと一進一退を繰り返していた病状のほうも、かなりいいようだと医師が驚いていた。

　まさか自分が、こんな幸福を得る日が来るとは思わなかった。

　すべては、あの森の中での出会いから始まったのだ――そう思うと、感慨深いものがあった。


　その日の予定をすべて終えると、自室の扉を開けた瞬間の笑顔と、飛び跳ねて迎えてくれる二匹のことが思い浮かび、自然と頬が緩んだ。　

　そそくさと厨房に立ち寄り、料理番に頼んであった甘いお菓子を手に、レオンハルトは今日も愛しい者たちの笑顔を見るためにいそいそと部屋に戻るのだった。


　――その夜。

　大好物の甘いものを食べたピーノとロッコは、すっかり満足して毛繕いを済ませ、自ら連れ立って昼寝用の寝床である籠に入っていった。

　気持ちの良さそうな寝息の二重奏を聞きながら、レオンハルトはふと思い出して口を開いた。

「今日、議会であなたとの婚約を宣言してきた」

　それを聞いて、お茶を飲んでいたナザリオがぎくりとする。

「もしかして……なにか、問題でもあったのですか？」

　レオンハルトはナザリオの手を握り「いや、大丈夫だ。なにも心配することはない」と安心させるように伝える。

「式の候補が何日か上がっていたから近日中に、もっとも運勢の良い日に決まるだろう。決定次第、式の準備を進めてもらうよう大臣たちには頼んでおいた。各国から賓客を招く関係上、あなたにも細かい準備の負担がかかってすまないが、なるべくスムーズにいくように手配するつもりだ。もし困ったことがあれば、いつでもすぐに俺に伝えてくれ」

　そう言うと、心配そうだった彼が表情を緩め、はいと頷いてくれる。

　そのとき、ふと、議会でふたりの婚約に意見をしてきたモランのことを思い出す。

「――ナザリオ」

「なんでしょう」

　唐突に、彼がどう答えるのかが知りたくなって、レオンハルトは訊ねた。

「まず有り得ない話だ。決して実現しようと思ってのことではない質問なのだが……」

　目の前にいるナザリオは、そんな前提を伝えても、真面目な顔で聞いてくれる。

「もしも、俺が王子としての地位を捨て、この国を出るという選択をしたら――どうする？」

　一瞬だけ驚いた顔をした彼は、少し考えてから訊ねた。

「……それは、平民の身になって、エスヴァルドを出る……ということですよね」

「ああ、手持ちの財産は金貨と剣と馬だけで、あとは行き先不明のその日暮らしだ。場合によっては宿屋に泊まる余裕もなく、最悪、夜露を避けて森で暮らすなどということになるかもしれない」

　ナザリオが王位や贅沢な暮らしなどを求めていないことは、よくわかっている。

　だが、自分が王位も財産も、なに一つないただの男になったとしても、彼はついてきてくれるのだろうか――。

　ついてくる、という言葉が欲しかった。いや、ナザリオなら、きっと言ってくれるはずだ。

　そんな気持ちでレオンハルトは半ば切実に問いかけた。

　しばし真剣な顔で考え込む様子を見せていたナザリオが、なぜか、くすりと笑った。

「……ナザリオ？」

　予想外の反応に、レオンハルトは呆気にとられた。

「あ、す、すみません、その状況を、いま真面目に考えてみたのです。もし、『これからはお城を出て、森で暮らすんだよ』と伝えたら、あの子たちがどれだけ大喜びするだろうかと思うと、ついおかしくなってしまって……」

　ナザリオは声を潜め、ちらりと二匹が眠る籠のほうに視線を向ける。

　ピーノとロッコは美味しいものが毎日お腹いっぱい食べられるこの城での暮らしが大好きだが、時折、自然溢れる城を囲む森にも行きたがる。

　迷子になったりすることを危惧し、ナザリオが行けないときは必ずティモかカミルが付き添い、姿が見えなくなるほど遠くへは行かないと約束させている。戻るときにはいつもたっぷりの木の実を抱えてきて、綺麗なものはナザリオやレオンハルトに土産としてくれて、残りは万が一のときの保存食としてせっせと溜め込んでいるらしいことを微笑ましく思っていた。

「……確かに、あの子たちは喜ぶだろうな」

　ナザリオの笑みの理由を知って、レオンハルトは安堵の息を吐く。

「ええ。きっと、大喜びで、レオンハルト様にお気に入りの木の実がなる樹木を教えたいとか、一緒に木に登りたいとか、また馬に乗りたいとか……そんなことを言い出して、目を輝かせると思います」

　そう言って微笑んだナザリオは、レオンハルトに視線を向けると、ふいに真面目な顔になった。

「もし……もしものときのことですが、城を出て暮らすことになったら、僕ももちろん働きます。望む人たちに占いをして、生活に必要なだけの金貨を稼いできます。ピーノたちは自然の中から自分たちで食べるぶんの木の実くらいはとってこられますし、僕は貧乏暮らしにも、質素な食事にも慣れっこです、野宿だってちっとも辛くありません」

「ナザリオ」

　思いの外逞しい言葉に、レオンハルトは驚いた。

　儚げな外見から、彼のことは自分が守ってやらねばと意気込んでいたが――そうだった。

　彼は幼い頃から慎ましく厳しい孤児院と教会での暮らしを耐え抜き、赤子だったピーノたちを守りながら育てて、更には孤児院の子供たちのことまで守ろうとしてきた人なのだ。

　美しい琥珀色の目でレオンハルトを見上げて、ナザリオは誓いのように言う。

「架空のお話だと承知の上です。あなたは人望も厚く、卓越した剣の腕に馬さばきや、他にもいくつもの立派な特技をお持ちです。たとえ王家を出たとしても、いくらでも金貨を稼ぐ手段をお持ちでしょう。ですが……もしいつか、あなたがこの国を出ることになって、万が一何らかの事情で働けなくなったとしても、心配はいりません。僕が、どのような方法を使ってでも、レオンハルト様とあの子たちを養います」

「ナザリオ……」

　きっぱりと言い切られて、レオンハルトは胸を打たれた。

　引き寄せられるみたいに彼を抱き寄せ、細い頤に手をかけて唇を重ねる。背中に腕を回して、その細い躰を腕の中に収めた。

　甘く感じる小さな唇を吸い、何度も啄んでは夢中で重ね直す。触れるたびに愛しさが溢れ出して、レオンハルトの躰中を満たしていく。

　やっとキスを解くと、レオンハルトは愛しい彼の小さな額に額を擦りつけて囁いた。

「あなたは、頼もしいな。なんというか……予想以上の返答で、俺は、感激している」

　抱き締めてくるレオンハルトの胸に従順に身を預けたナザリオは、優しい笑みを浮かべた。

「だって、あなたと、あの子たちがそばにいてくれたら、きっと、どこでどんな暮らしであっても幸せなんです」

　気まぐれに訊ねたときは『王家を出てもついていきます』というような返事を想像していた。

　それだけで、じゅうぶんだと思っていた。

　だが、ナザリオの考えは違った。彼はおそらく、レオンハルトが投げかけた質問を、真剣に考えた。そして、本気の覚悟を決めて、レオンハルトが求めた以上の答えを返してくれたのだ。

　いつか、起きないはずの、万が一のもしもが起きたとき。彼は本気でその言葉を実行し、レオンハルトと二匹を養おうとするのだろう。

　彼の行動を、金目当てだと言ってきた貴族に聞かせてやりたいと、レオンハルトは痛切に思った。

　――自分は、得難い人に巡り合った。

　レオンハルトは、婚約者の小さな唇に、もう一度口付ける。ぎこちなく受け入れてくれる愛しいナザリオを深く抱き締めて、湧き上がる感動と幸福に酔った。


　　　　　　　　　　　　　　　END

    
        　＊　ピーノとロッコのけっこんしき　＊






　ある日、レオンハルトはナザリオを伴い、王城の敷地内にある大聖堂へと向かった。

　高齢の枢機卿が婚約者に会いたいというので、ナザリオの希望でこちらから伺うことになったのだ。

「枢機卿さま、初めまして、ナザリオでございます」

　ナザリオが少し緊張した様子で挨拶をする。

　司祭服を纏った枢機卿は、側仕えの者たちとともに、にこにこと満面の笑みでふたりを出迎えた。

「おお、おお、ナザリオどの……よく来てくださった……！」

　年のため、最近は横になっている時間も多いらしいと聞いていたが、こうして会うときはさすがに老いを感じさせず、しゃんとしている。

　レオンハルトが幼い頃から知っている枢機卿は、贅沢を嫌い、信徒の貧富の差を問わないというのが信条の人だ。数年前までは、乞われれば結婚式でも葬式でも、どんな小さな村にでも快く赴いて執り行っていた。おかげで国中の者から慕われ、尊敬を集めている。

　枢機卿は、おそらく結婚することはないだろうと周囲から諦められていたレオンハルトの婚約を、ことのほか喜んでくれた。

　目を潤ませた枢機卿は彼の手を取り、「王子をよろしく頼みます」と深々と頭を下げている。それに何度も頷きながら、ナザリオもまた涙ぐんでいる。

　ホーグランドといい、枢機卿といい、昔から見守ってくれた人たちが、自分の結婚をこんなにも待ち望んでいたということがしみじみと身に沁みた。

　これでようやく次期国王がほぼ決まり、安定した治世が続くからだけではない。

　息子を頑なに避け続けて亡くなった母のことや、父との冷え切っていた関係を、彼らはよく知っているからだろう。

　レオンハルトに愛する者ができ、家族となってくれることに、心底安堵してくれている。

　これまではその親心に気づかずにいた。そんなふうに気遣われることを、面倒がっていたところすらあった。

　だが、いまは違う。

　親子のような濃い血の繋がりはなくとも、ある意味では、彼らもまた自分の家族だったのだと、今更ながらにわかった。

　

「あれ……？」

　一通り挨拶を済ませて帰ろうとしたとき、信徒席に置いていた籠の中を覗いて、ナザリオが首を傾げた。

「――もしかして、中にいないのか？」

　一緒になって覗いてみると、やはり籠の中は空だった。

「ええ……枢機卿さまにご挨拶する間、ここにいてねってお願いしておいたのですが」

　きょろきょろと辺りを見回すナザリオは心配顔だ。彼は国から連れてきた小さな二匹を我が子同然に可愛がっているから無理もない。

　レオンハルトも心配だが、まだ近くに枢機卿たちがいるので、大きな声を出して捜すわけにもいかない。

　小さな声でピーノ、ロッコ、と呼びながら、ふたりは小さな二匹がかくれんぼをするのに最適な信徒席の座席の足元や柱の陰などを捜して歩く。その様子に気づいた枢機卿の側仕えの者たちが急いでやってきて、どうかしたのかと訊ねてくる。

　皆に捜索の協力を仰ぐべきか、ふたりが迷ったときだった。

「――捜しものですかな？」

　供の者の手を借りて、枢機卿がゆっくりとこちらにやってきた。

　なぜか枢機卿も、そして供の者までもが笑みを浮かべている。

「はい……実は」

　ナザリオが神妙な顔で、連れてきた二匹の姿が見当たらないことを説明する。

「その子らなら、おそらく、あそこにいる子たちかと」

　皺の多い指でゆっくりと示されたほうに、レオンハルトたちは揃って目を向ける。

　二匹は、確かにそこにいた。

　大聖堂の正面に据えられた祭壇の前――二匹はよりによってその真ん前に、ちょこんといるではないか。

　しかも、ピーノのほうは、なぜか頭から白くて長い薄布を被って長く引き摺っている。

「あっ、あれ……もしかして、僕の膝掛け……？」

　ナザリオがびっくりした様子で呟く。

　真面目な顔で向かい合うと、ロッコが後ろ足で背伸びをして立ち上がり、ピーノの被った白い布を捲る。

　それから二匹は厳かに鼻の頭同士をぴとっとくっつけた。

　――どうやらあの子たちは、ここで結婚式の真似事をしているらしい。

　指輪を運ぶ係を任された二匹が、よく『けっこんしきのれんしゅう』をしにいっている話はナザリオから聞いていた。だが、その練習は実際の指輪係のものではなく、まさかの『花婿花嫁ごっこ』だったようだ。

　思わずナザリオと目を合わせ、レオンハルトは噴き出しそうになった。

　二匹は祭壇の前でベールを引っ張り合い、ご機嫌でキャッキャッとはしゃいでいる。あまりにも可愛らしく、微笑ましい光景に目を細める。

「……あの子たちは、よくこの大聖堂にやってきては、あちこちをうろうろして探検しているんですよ」

　目尻を下げた枢機卿が、二匹の様子を眺めながら、そっと教えてくれた。

「す、すみません、あの……ご迷惑をおかけしてはいなかったでしょうか」

　ナザリオは顔が真っ赤にして恐縮している。枢機卿は笑顔のままで首を横に振る。枢機卿の手を支える供の者も、にこにこしながら教えてくれた。

「私も何度か見かけましたが、ご安心ください。入ってはいけないところはわかっているようで祭壇より奥には決して立ち入りませんし、遊び終わったら、いつの間にかちゃんと帰っていきます。話しかけると立ち止まって、まるで聞くみたいなそぶりをするのがなんとも愛らしくて賢いと、信徒の皆様にも大人気なんですよ。皆から可愛がられていて、今日はまだ来ないのかと、皆二匹が来るのを楽しみにしているほどなんです」

　親代わりのナザリオは、二匹が迷惑がられていないことにホッとしたらしく、胸を撫で下ろしている。

「……民や我々と同じように、あの子たちもおふたりの結婚式が待ち遠しいのですねぇ」

　感慨深く言う枢機卿の言葉に、ナザリオが頬を染めてレオンハルトを見上げる。ナザリオの小さな手をそっと握る。

　枢機卿たちが戻っていったあとも、しばしの間、愛らしい二匹のごっこ遊びを眺めた。

　皆が見ていることなど与り知らず、二匹はベール代わりのひざ掛けを押しつけ合っている。

「次は、ロッコが花嫁さまの番！」

「ボクよりピーノのほうが似合います！」

　ナザリオたちにしか聞こえない声で言い合う二匹は、もう一度結婚式ごっこをするときの配役で揉めているようだ。

　どうも、二匹の間では花婿役のほうが人気らしいとわかり、たまらずにまたナザリオと笑い合った。

　誰もがナザリオとの結婚を祝福してくれる。

　昼間の大聖堂には窓越しに明るい陽光が差し込む。

　暖かな気持ちに包まれながら、レオンハルトはナザリオとともに、小さな二匹の遊びを見守った。


　　　　　　　　　　　　　　　END

    
        　＊　王子と神官の結婚式と二度目の初夜　＊






　順調に準備は進み、とうとうレオンハルトとナザリオの結婚式当日がやってきた。

　いつも通りに朝の祈りを終えたあと、しばらくピーノたちと遊ぶ。しきたりで、昨夜は日付が変わる前に帰っていったレオンハルトは、『朝読んでほしい』と珍しく手紙を置いていっていた。どきどきしながら開くと、この日を迎えることができてとても嬉しい、儀式は自分がフォローするので気負いすぎなくていい、愛している、というような、簡潔だが彼らしい手紙だ。ナザリオはそれを何度も繰り返し読んで微笑み、二匹とともにゆっくりと朝食をとった。

　ナザリオよりよほど緊張顔のティモが淹れてくれたお茶を飲んでいると、扉がノックされる。カミルを先頭に、準備のための荷物を抱えた使用人たちがやってきたのだ。


「……ナザリオ様、お綺麗です」

　支度がすべて整うと、手伝ってくれたティモはが涙ぐんだ。

　隣に並んだカミルも頬を紅潮させ、こくこくと頷いている。ふたりとも式に参列するため、今日は正装を纏っている。

　ふたりにありがとう、と言ってぎこちなく微笑み、ナザリオは姿見に映る自分の姿をじっと見つめた。

　エスヴァルド王家御用達の仕立て屋が腕によりをかけて作ってくれた婚礼衣装は、ナザリオ自身の希望から、ごくシンプルな装飾のものになった。

　襟が詰まった清楚なデザインで、袖は肩先の部分が膨らみ、肘から下は手の甲まで腕にぴったりと沿うかたちになっている。

　手のかかる刺繍や、高価なレースなども、いっさいついていない。その代わりに、熟練された仕立て屋の手で完璧に仕立て上げられた衣装は、上半身は細身の体に沿い、腰から下は流れるような自然なラインで裾が長く伸びている。

　自分のものにあまりお金をかけないでほしいというナザリオの願いを、レオンハルトは理解してくれた。だが、婚約発表と同時に、国中の布問屋から『花嫁の婚礼衣装に使ってほしい』と最上級の布が献上されて、ナザリオが知ったときにはすでに山のように積み上がっていた。

　無償で貰うわけにはいかないと慌てたが、祝いの品を返すのは無礼と取られるむきもあり、難しい。

　それならばと、ナザリオはその中でももっとも小さな布問屋から納められた布を選んだ。

　なにか布の礼をしたいと申し出ると、布問屋から『我が娘の運命の相手を占ってもらえないか』と頼まれ、快く了承した。

　いまではその小さな布問屋は、王子の花嫁の婚礼衣装に選ばれた店として大繁盛し、引っ込み思案だった問屋の娘は占いのおかげで結婚に前向きになり、見合いが決まったと深く感謝された。

　反対に、これまで王家が懇意にしてきた商人からは、花嫁の衣装に関わることができずに不満が漏れたらしい。しかし、そのぶんも王家の関係者――レオンハルトの従兄のクラウスや義弟のユリアン、それから前后の血縁であるホーグランドの一家からも式用の衣装の注文がぞくぞくと入ったらしい。結果として、どちらの店も繁盛し、なんとか丸く収まった。

　ベールと宝石類は、代々王家に受け継がれてきたものが使用され、唯一指輪だけが、レオンハルトの希望で新調される予定になっている。

　ひたすら質素な暮らしを送ってきたナザリオは、正直、あまり身を飾るものに興味はなかった。だが、レオンハルトがそうしたいというのなら素直に受け取ろうと決めていた。

　――そして、今日がやってきた。

　侍女が宝物庫から持ってきた花嫁のための冠とベールをティモがつけてくれて、カミルが引き攣れのないように丁寧に調整してくれた。

　華美過ぎず、地味過ぎもしないドレスと、贅沢で繊細なレースに彩られたベールは、やせ気味でやや貧相とも言えるナザリオの躰を、この上なく美しく見せてくれている。

（……本当に、今日、レオンハルト様と結婚するんだな……）

　鏡の中の自分を見て、ナザリオがしみじみと実感していると、鏡の裏からぴょこ、ぴょこ、と出てきた小さな生き物たちがいた。

「ナー様、世界一おきれいなのですぅ！」

「なんて素敵なはなよめさま……」

　ピーノははしゃぎ、ロッコはうっとりしているのに思わず笑う。緊張で強張っていた気持ちが、一気にほぐれた気がした。

　二匹とも、昨夜はとくべつ丁寧に毛繕いをしていたので、金色の毛並みはいつもにも増してつやつやと輝いている。

　レオンハルトの依頼で、仕立て屋がナザリオのベールとお揃いのレースのついた付け襟を作ってくれた。

　今日の二匹はその襟をつけ、襟元に純白のリボンを結んでいる。

「ふたりも、とっても良く似合うよ」

　婚礼衣装を纏っているせいか、遠慮していつものように飛びついてこない二匹を手招きし、屈みこんでナザリオはそっと抱き上げる。撫でると二匹は揃ってしっぽをぴくぴくさせ、喜んでいるのに微笑んだ。

「今日は、ゆびわのお運び役、がんばりますね！」

「ピーノと力を合わせて、落とさないようにお運びするのです！」

　意気込む二人によろしくねと頼み、名残惜しくふわふわ毛の生えた小さな額に額をくっつけてから、ティモとカミルに預ける。

　二匹には、式の途中、指輪を運ぶという大役がある。そのため、指輪の交換までの間は、ティモたちが抱える籠の中に入っていてもらう約束なのだ。

　定刻通りに使者が部屋を訪れた。ナザリオはティモとカミル、そして籠の中から顔を出して小さな手を振る二匹に見送られて、城の敷地内に立つ大聖堂へと向かった。


　大聖堂の正面にある大きな扉が開かれる。

　信徒席には、エスヴァルド王家の者に、王家と繋がる高位の貴族たち、それから招待された各国の王族などといったそうそうたる人々が集まっていた。

　パイプオルガンが美しい旋律を奏でる中、ナザリオは緊張感に包まれて、中央を貫く通路をゆっくりと進んでいく。長いベールの裾を持ってくれるのは、王家の遠縁に当たる小さな男の子と女の子の双子だ。

　信徒席の最前列には、正装姿で優しく微笑んでいるクラウスと、嬉しそうに頬を染めたユリアンがいる。それから、ユリアンの母である現后と、それから病床の国王ルードルフの姿もあった。

　ルードルフは、今日だけはなにがあっても参列すると言い切り、近くにはお抱え医師を控えさせてまで参列してくれた。ここ数年は、ほぼ公式行事には参加することもなかったそうなのに、無理を押してでも息子の式には出席したかったようだ。

　ナザリオは感謝の気持ちで、ルードルフの前で小さく目礼をした。幼い頃から苦しめることになったレオンハルトへの罪滅ぼしの気持ちからかも知れないが、それでもここに来てくれたことを有り難いと思った。無意識にピーノたちを捜したけれど、ティモたちのいる席は前列の中でも端のほうなので見つけられないのが残念だった。

　更に進むと、荘厳な祭壇の前には、今日の司祭役を務める枢機卿と――それから正装したレオンハルトが立っていた。

　軍人でもある彼の正装は、黒に袖口や襟元に金をあしらった軍服だ。白い手袋を嵌め、腰には剣を帯び、長いマントを纏っている。マントは外側が黒、内側が緋色で、王家の紋が金色で縫い込まれているのが見えた。

　いつもよりもややきっちりめに髪を撫でつけているのが新鮮だった。その髪型は、彼の彫りの深く端正な顔立ちをいっそう引き立てている。今日の彼は若々しさと王族としての威厳の両方を感じさせ、目を奪われるほどのオーラを放っている。

　レオンハルトと目が合うと、緊張に包まれていたナザリオはホッとした。階段を下り、こちらに向けて差し伸べてくれた手をぎくしゃくと取る。大丈夫かというように見つめるレオンハルトに強張った笑みを返し、小さく頷く。

　手を握られて階段を上り、祭壇の前へと導かれる。歴史ある祭壇はこうして間近で見ると、圧倒されるほど精緻で見事な造りだ。ここは、何百年もの間、エスヴァルド王家の結婚式が行われてきた場所なのだ。

　枢機卿がふたりと目を合わせてから「ではこれより、エスヴァルド王国第一王子、レオンハルトと、フィオラノーレ国、ナザリオの結婚式を執り行う」と宣言した。

　目を伏せて祈りの言葉を聞きながら、ナザリオの脳裏には、求婚されたあと、この日までの出来事が感慨深く思い出されていた。

　レオンハルトは婚約式を済ませるとすぐに、ナザリオの祖国であるフィオラノーレに向けて使者を派遣してくれた。

　諸悪の根源だった前大司教が失踪したと知った使者は、国王に親書を渡して、その返事を持ち帰ってきた。そこには、大国からの友好的な支援を快く受け入れるという感謝の意が記されていた。

　国王の同意を得たレオンハルトは、今後は大手を振って、孤児院と教会で働く人々の生活の改善に着手できることになったのだ。

　大司教の後任としては、善良だった前々大司教の甥が就き、まずはエスヴァルドの支援を受けて、教会で暮らす者たちの生活が早急に見直された。食事や寝床、衣服などといった最低限の物品に関しては、早々に支援が届き、それまでの最低限の暮らしからは格段に改善されたという。その知らせを共に働いていた神官たちから受け取り、ナザリオがティモとふたりで涙したのは少し前のことだ。

　そして、売られていたという噂がある孤児院の子供たちに関しても、レオンハルトが信頼できる者を送り、慎重に調査を進めてくれる手はずになっている。もし事実であるなら、大司教の交流関係を徹底的に調べ上げた上で、二度と勝手な真似はできない仕組みを整えていく方針となった。

　今日の結婚式にはフィオラノーレの国王と新大司教、それからナザリオと関わりの深かった神官たちも招かれている。結婚式の後は、改めて正式な使者を送り、ふたりの婚姻を機に両国の国交を深めていくことになっている。

　結婚式にまつわる様々なやりとりが落ち着いたあとで、レオンハルトと共に、ナザリオと二匹も一度フィオラノーレへ赴く予定でいる。

　枢機卿に促され、祭壇の前で向かい合う。

　ナザリオはレオンハルトへの様々な気持ちで、胸がいっぱいになった。

　占いをするために、否応なしに送り出されて訪れた大国だった。そこでナザリオは運命の人に出会い、初めての恋をした。

　なにも持たないナザリオを、レオンハルトは宝物のように大切に扱った。ナザリオの躰に残る古い傷痕を見て我がことのように憤った。それだけでは終わらず、ナザリオが抱え続けてきた悩みを受け止め、ともに向き合って、それを自らの問題として真正面から立ち向かってくれた。

　そのおかげで、今日のこの日を悩みなく迎えることができた。

　更に、彼のそばにいるのが自分でいいのか、という躊躇いを感じる余裕もないほどに、レオンハルトは日々、情熱的な愛情を注いでナザリオの迷いを打ち消してくれた。

　福音が読まれ、誓約の儀に入り、レオンハルトがナザリオの手を取る。彼を伴侶とするかを問われ、レオンハルトは迷いなく答える。

　自分の番がくる。同じように問われ、「はい、いたします」とナザリオは少し震える声で、はっきりと答えた。

　司祭に誓いを立てるよう促され、レオンハルトはナザリオをまっすぐに見つめて、よく通る深みのある声で堂々と宣言した。

「我、レオンハルト・ローレンツ・エスヴァルドは、今日、この場で、神と王の前に誓う。幸せなときも、困難なときも、富めるときも、貧しきときも、病めるときも、健やかなるときも――死がふたりを分かつときまで、ナザリオを愛し、慈しみ、貞節を守ることを」

　ナザリオも彼に従うことを宣言する。

　丁寧で恭しい口付けのあと、レオンハルトは人前であるのにも関わらず、たまらなく嬉しそうな顔をした。彼がこんな顔をするなんてという驚きと共に、ナザリオも感激で胸がいっぱいになった。

　そうして、ピーノたちがうずうずしながら待ち兼ねているであろう、指輪の交換をするときがやってきた。

　祭壇の前から振り返り、壇上から捜すと、信徒席の最前列の端で控えているティモたちと、その籠の中から目を輝かせてこちらを見上げる小さな二匹の姿が見えた。

　おいで、というようにナザリオが手招きをすると、二匹は嬉々として身を起こし、連れ立ってぴょこ、ぴょこん、と勢いよく籠から下りる。そこから二匹で並び、てとてとてとと後ろ足で歩いて、一生懸命にリングピローを運んでくる。

　目じりを下げてその様子を眺める最前列中央側の席のルードルフは、あとでご褒美として二匹に山盛りの豪華なおやつを用意してくれているらしい。

　列席者たちも、小さな二匹が見えた者から次々と、波のように驚きの囁きと笑みが零れる。

　二匹が祭壇の上まで上ってくる頃には、いつしか大聖堂中に笑顔が伝播していた。

　枢機卿までもが蕩けそうな満面の笑みだ。

　リングピローを無事に受け取ったレオンハルトがピーノを、そしてナザリオがロッコをそれぞれの肩に載せ、指輪の交換を終える。ふたりの肩の上の二匹は、念願の儀式を間近に見られた喜びと興奮で、尻尾をぱたぱたさせている。

　大任を終えたロッコに「お疲れ様」と囁いて撫でてやりながら、ナザリオはレオンハルトに目を向ける。彼に撫でられて満足げなピーノに苦笑し、たったいまから自分の伴侶となった男を愛しく見上げた。

　――ナザリオと結婚したことによって、レオンハルトは王位を継ぐ資格を得る。

　おそらく、次の議会では満場一致で第一王子から王太子となる。

　そして来年、国王が五十歳になるのと同時に、今日と同じこの大聖堂で戴冠式が行われ、彼は国王として即位するだろう。大陸随一といわれる大国の頂点に立ち、強大な権力を得ることになるが、同時に自由は少なくなり、責任は格段に重くなる――。

　そばで過ごすときを重ねていくごとに、以前クラウスが言った言葉の意味が実感としてナザリオにも沁み込んできた。王位に就けば、レオンハルトは堅実な統治を行う善き王になるだろう、ということが。

　初めは、あまりの身分差からがこの先に対する迷いも強かったが、いまは戸惑いより、レオンハルトを少しでも支え、彼の敷く治世をこの目で見てみたいと思う気持ちのほうが強くなっている。

　エスヴァルドの未来は明るい。そして、強い支援を得たフィオラノーレの未来も、光が差し始めていると思えた。

　見つめ合っていると、レオンハルトへの尊敬と深い愛情があとからあとから湧いてきて、ナザリオの躰を満たす。

　――これから先、たとえどんなことが起きたとしても、この人とともに生きていきたい。

　視線からナザリオの気持ちを受け取ったのか、微笑んでいたレオンハルトが、ふいに真顔になった。

　ピーノが肩から落ちないように手でしっかりと守りつつ、すっと顔を寄せてきた彼が、ナザリオの頬に口付けた。

　堂内に一瞬ざわめきが起こり、それからなぜか拍手と歓声が沸き起こる。

（……もう、誓いのキスは済んだはずなのに……！）

　頬とはいえ、式次第にはない唐突なレオンハルトのキスに、ナザリオは顔が熱くなるのを感じた。

　レオンハルトのほうはといえば、周囲の反応など意にも介さず平然とした様子だ。列席者たちの反応に口の端を上げて頷くことで応じている。

「でっ、でんかが、ナー様のほっぺにキスをしました！」

　ピーノは小さな手を握り締め、つぶらな目を零れ落ちそうなほど見開いてきらきらさせている。

「ピーノ、ボクたちもするのです！」

　ロッコの声で、レオンハルトの肩の上からナザリオの肩の上へ、ピーノがぴょーんと飛び移ってきた。

「こ、こら！　危ないだろう？」

　ナザリオは慌てて小さな体を手で支える。

　窘めるより前に、二匹はナザリオの顔の両側から、ぴとっと小さな鼻先を頬にくっつけて、可愛い祝福のキスをくれた。

「まあ！」と誰か夫人が声を上げ、どっと堂内から笑いが零れる。ナザリオの顔は嬉しさと恥ずかしさでいっそう真っ赤になった。

　目の前で、レオンハルトが目を細めてこちらを見つめている。

　彼と目が合うと、なんともいえないほど幸福な気持ちに包まれる。

　第一王子の結婚式は、温かな余韻を残して、和やかに幕を閉じた。


　王子と神官の結婚の宴は盛大で、日没を過ぎても続いた。

　式が終わったあと、レオンハルトとナザリオは、改めて遥々参列してくれた各国の王族や使者たちと謁見し、それぞれが持参してきた豪奢な祝いをありがたく受けとった。参列者との挨拶が一通り済むと、それだけでもかなりの時間が過ぎていた。

　その後、大広間では大規模な晩餐会が催され、今度は式に参列できなかった国内の貴族たちからも祝いの言葉を受けた。

　国一番の楽団が絶え間なく音楽を奏でるなか、レオンハルトはそっとナザリオに耳打ちをしてきた。

「もうじゅうぶんだろう。あとは俺に任せて、部屋に戻って休んで構わない」

　でも、とナザリオは迷った。今日だけでも、予想よりもはるかに多い人々と面会した。大国での初めての儀式、王族の一員となる責任感などで、ずっと気を張っていたので、確かに疲労感は強い。

　だが――さすがに大国の王子の結婚とあって、祝いの宴は今日を含めて三日もの間続く予定だ。明日の昼間は現后主催のお茶会が開かれ、更に明後日の夜には舞踏会が催される予定になっている。

（……全部の催しが済む前に倒れたりしたら、余計にレオンハルト様に迷惑をかけてしまうものな……）

　そう考えて、悩んだあと、レオンハルトの配慮をありがたく受け入れることにする。介添えの使用人に連れられてナザリオはそっと宴の続く大広間をあとにした。


　レオンハルトが自室に戻ってきたのは、日が落ちてしばらく経ってからのことだった。

「――ナザリオ？　眠ってしまったか？」

　声を聞いて、ナザリオはハッとして腰かけていた寝台から立ち上がる。

　彼が王位を継ぐのはまだ先なので、これからふたりが暮らす部屋はレオンハルトの私室だ。

　式の間に使用人たちが荷物を運び入れてくれて、ナザリオは今日の夜からここに移ったばかりだった。

　ちゃんとこの部屋にいるかが不安だったのか、足早に居間を通ってきたらしい。寝室を覗いたレオンハルトが、ホッとした顔でこちらへ寄ってきた。

「ああ、驚かせたか？　すまなかった、疲れて休んでいたんだろう？」

「いえ、すみません、少しだけぼうっとしてしまって……」

　晩餐の間から直接ここへ戻ってきたところなのか、彼はマントと手袋を外しただけで、式に出たときの正装のままだ。

　それに対して、早めに下がらせてもらえたナザリオは、すでに湯浴みも済ませ、寝間着の上にガウンを着込んでいる。

　先に湯浴みをさせてもらったことを告げて謝ると、「謝る必要などなにもない。俺があれ以上あなたを晩餐の間に置いておきたくなかったんだから、……まあ、一緒に湯浴みができなかったことはもちろん残念だが」と冗談ぽく言われて抱き寄せられ、ナザリオは微笑んだ。

　細い背中を慰撫するように撫でながら、レオンハルトはナザリオの髪に口付ける。

「疲れただろう？ 諸外国からの客たちも、まだあなたに占いの機会をもらえていない貴族たちも、本当に誰もかれもがあなたと話したくて興味津々だったからな……だが、これですべて滞りなく済んだ。朝から晩まで本当にご苦労だった」

　そう言って、彼は少し身を屈め、腕の中のナザリオの額に唇を落とす。

「……ピーノたちは、あの中か？」

　レオンハルトが寝台の脇のテーブルの上にあるカゴに視線を向ける。

　ナザリオは首を横に振った。

「いえ、実は、あの子たちは今夜、国王陛下のお部屋にお泊りをするそうで……」

「え？　なぜそんなことに？」

　聞いていないぞとばかりに、レオンハルトが慌てて問い質す。

　式を終えて部屋に戻ったナザリオも、その話を聞いたときは驚いた。


　式のみに参列する予定で、元々その後の晩餐会は欠席が伝えられていた国王ルードルフは、ちょうどその時間にお役御免となった二匹を、部屋に招いてくれることになっていた。

　そこまでは、事前に聞いていた話だ。

　ルードルフは、大役を果たしたピーノたちを褒めて極上のお菓子を与え――なんとそれ以外にも、とっておきのご褒美を用意していた。

　ルードルフと仲良くなり、ナザリオと共にたびたび国王の部屋に遊びに行っている二匹は、お菓子で満腹になるといつもうとうとする。　

　そのため、いつでも好きなだけのびのびと昼寝ができるようにと、なんとルードルフは王室御用達の家具職人に依頼して、ピーノとロッコサイズの寝台を造らせたそうなのだ。


　晩餐の間からナザリオが戻ったとき、レオンハルトの部屋で待っていてくれた二匹は、大喜びでそのことを教えてくれた。

『ボクたちにちょうどいい大きさで』

『小さな天蓋がついていて』『ふわふわの毛布がしいてあって』

『いつでも好きなときにお昼寝しにきていいそうなのですぅ！』

　あまりに高価そうな褒美にナザリオは動揺したが、王は言葉の通じる二匹にすっかり心を許し、目の中に入れても痛くないほどの可愛がりっぷりなのだ。

　おそらく、ピーノたちが式で指輪を運ぶ役割をすると知ったときから、なにか特別な褒美をと計画してくれていたのだろう。　

　飛び跳ねて喜んでいる二匹に、それは良かったねとナザリオは微笑んだ。

（……レオンハルト様にもお伝えして、あとでお礼を言いにいかなきゃ……）

　頭の中でそう考えていると、二匹は思い出したように、王から更なるご褒美として、とっても素敵な招待を受けた話を伝えてきた。


「――それで、そのピーノたちにぴったりのベッドをプレゼントされたから、今夜はそこで眠るために、王の部屋にお泊まりすることになった、というわけか」

　ナザリオの話を聞きながら、レオンハルトは腰に帯びた剣を外し、壁に掛ける。

「そうなんです。僕がここに戻ってすぐ、国王陛下がピーノたちに迎えの者と、それからお迎え用の立派なカゴを寄越してくださって……ピーノたちは、国王陛下に見せるためのとっておきの木の実を両手に持って、『いってきます！』と言って、うきうきとカゴに入っていきました」

　声が暗くならないよう、努めて普通に説明したつもりだった。

「……どうした？」

　しかし、ナザリオの変化に敏く気づいたらしく、レオンハルトが顔を覗き込んできた。

「もし、あの子たちを王のところに泊まらせるのが不安なら、俺が行って連れて帰ってこようか？」

「い、いえ、そんな、だめです」

　慌てて首を横に振る。

「お泊まりなんて、初めてで……自分たち専用の寝台をあんなに喜んで、楽しそうに出かけていったんです。それに、国王陛下のお部屋は同じ城内ですし、迎えに寄越してくださった使用人は僕も顔見知りのいつも二匹に良くしてくださる方です。歓迎して下さっていて、一晩お世話になってもなにひとつ心配はいらないと、よくわかっているのですが……」

　言いながら、少しずつ声が小さくなっていく。

　レオンハルトに肩を抱かれ、ゆっくりと寝台の端に腰を下ろす。

「それでも……寂しいのだろう？」

　隣に座った彼に訊ねられ、どうしていいかわからなくなる。

　少し悩んだあと、ナザリオは正直にこくりと頷いた。

「……あの子たちが、自分から僕のそばではないところで眠ると言い出したのは、生まれてから、これが初めてだから……」

　これまで、自分の事情でカミルやティモに預けたことはあった。

　大人しく待っていてはくれたが、いつもナザリオが帰ると二匹は飛び跳ねて喜んでくれた。

「あの子たちの存在が、あなたを支えてきてくれたんだな」

　しみじみと言われ、また小さく頷く。

　厳しく貧しい教会の暮らしに絶望しそうなときも、天真爛漫で愛らしい二匹の存在に、どれだけ救われただろう。

　乳飲み子のときからこの手で育て、毎日成長を楽しみに見守ってきた。

　ずっと自分が守り育ててきたつもりでいたが、そうではなかった。

　――ナザリオのほうこそが、小さな二匹に生きる力をもらってきたのだ。

「だったら、躊躇う必要はない。いますぐに迎えに行ってくる」

　立ち上がりそうになるレオンハルトの腕に縋り、慌てて引き留める。

「だっ、だめです！　寂しいのは、僕の勝手な気持ちなのです。せっかくの国王陛下からのお気持ちと、大役を果たしてくれた二匹の楽しみを、邪魔したくはありません」

　レオンハルトがそれでもやっぱり迎えに行ってくる、と言い出してしまいそうで、ナザリオはきっぱりとそれを止めた。

　本当にいいのか、と怪訝そうに訊ねられて、はいと頷く。

「じゃあ……明日は目覚めたら、これからすぐに迎えに行くと使用人に伝えさせよう。まあ、その前に、あの子たちのほうがあなたがそばにいないことに耐え切れず、戻ってくるかもしれないがな」

　冗談ぽく言われて、ナザリオは笑顔になった。

　レオンハルトの優しさで、二匹がそばにいない寂しさを堪えるだけの気力が涌いた。

　それから、レオンハルトがまだ上着すら脱がずにいることに気づく。

「あの、すみません、お戻りになったばかりなのに、自分のことばかり話して……」

「気にしなくていい。俺があなたの話を聞きたいと思ったんだから」

　そう言うと、レオンハルトは立ち上がって上着の前を開いていく。

　軍服の上着を脱ぎ、寝台のそばのソファの背にかけた彼が寝台のそばに立つナザリオのところへ戻ってくる。

「あなたとこうして過ごせるのは……久し振りだな」

　向かい合って立ち、感慨深く言われて、ナザリオはええと微笑んだ。

　彼がフィオラノーレに進軍するのだと誤解し、祖国と、それから彼自身を守るために、想いを伝えたあの日。

　彼の意中の相手は自分以外の誰かだと思い込んでいたが、それもまた誤解で、彼の想い人はナザリオ自身だった。

　求婚され、初めてレオンハルトと躰を重ねた。婚約へと早急に話を進めていきながらも、最初の夜以降、レオンハルトは一度もナザリオを抱こうとはしなかった。

『本来は、結婚式の夜まで待つべきことだったが、とても我慢ができなかった。自分の我儘で急いで奪ってしまったから、次にあなたを抱くときは、正式なしきたりにのっとり、式の夜にする』と宣言して。

　国境警備の交代式から帰ってきたあとは、また毎夜のようにナザリオと二匹の部屋に顔を見せてくれたが、帰り際に礼儀を保ったキスをするだけで、宣言通り、彼はナザリオを抱き締めることすらしなかった。　

　彼の意志の強さは素晴らしいことだが、正直、ナザリオは寂しさを感じていた。

　それまで、ほぼ毎日のように触れられていたときもあった。せめて、帰る前に抱き締めてほしいような女々しい思いが湧いてくることもあったけれど、彼の決意を知ると、到底自分から頼むことなどできなかったのだ。

　レオンハルトの意思を尊重し、結果として、初めて彼と躰を重ねたときから結婚式の今日までは、三か月以上ものときが経っていた。

　やっと、レオンハルトに触れてもらえる――。

　そう思うと、期待と安堵が僅かな怯えと綯い交ぜになり、自分の中に湧いてくる感情にナザリオは戸惑う。もしかしたら、この夜を待ち焦がれていたのは、彼以上に自分のほうかもしれないと思うほどなのに、どこか怖さもある。　

　ナザリオの髪を撫で、首筋に触れる大きな手は熱い。

　どきどきしながら見上げていると、ふとレオンハルトが思いついたように言った。

「そうか……もしかしたら、国王が二匹を自室に泊まるよう誘ったのは、今夜が我々の初夜だからかもしれないな」

「え……？」

　びっくりして、ナザリオは目を瞬かせる。

　孫のような二匹への褒美の意味だけではなく、息子夫婦への気遣いからだったのか。

「いつもあの子たちはすぐに熟睡して朝まで目覚めないし、そんな気遣いは不要なんだがな」

　少々照れ臭そうに吐き捨てるレオンハルトは、結婚が決まったあと、少しずつ、事務的にあっても父親との会話を持つようになっていた。

　まだ彼自身もいまの状況に戸惑っているようだが、ピーノたちが『おじいちゃま』の話をよくするので、苦虫をかみつぶしたような顔をしながらもちゃんと聞いてくれている。

　一見、無骨な態度に隠されたレオンハルトのその内面は、思い遣り深く優しさで溢れている。

　そのことをもう知っているから、ナザリオは思わず彼の態度に微笑んだ。

　温かくて少し硬い掌で、両頬を包まれる。

「二匹が留守で、あなたは寂しい思いをして可哀想だが……今夜一晩だけは、俺が独占させてもらおうか」

　レオンハルトが口の端を上げて囁く。

　頤を優しく持ち上げられる。身を屈めた彼が顔を近づけてきて、ナザリオの唇を吸う。

　ちゅ、ちゅっと音を立てて幾度も上唇と下唇を吸われる。啄むような甘くて優しいキスは、いつしか深いものに変わる。

「……っ、ん、ん」

　口付けの合間に、肩先に手をすべり込まされ、ガウンが肩から脱げる。

　キスを解いたレオンハルトが、驚いたように動きを止めた。

「……この寝間着は……？」

　ハッとしてナザリオは慌てて身を竦めた。とっさに両手で躰を隠すようにして、たどたどしく説明する。

「あ、あの、これは、実は、ホーグランド様の奥方さまからいただいて……」

「ホーグランドどのの？」

　レオンハルトの結婚をことのほか喜んだのは夫婦ともに同じだったらしい。

　婚約が決まったあと、ホーグランド夫人は、夫と共にわざわざナザリオのところに祝いの品を持ってきてくれた。その後も、手紙付きの贈り物があれこれと届いている。

　他国の出で、しかも親のいないナザリオには、政治的な意味でも精神的な意味合いにおいても、助けとなる後ろ盾がない。

　レオンハルトが足りないものがないようにといつも気遣い、クラウスもまめに差し入れを届けてくれるから生活上の不自由などはいっさいない。だが、本来、王族に嫁入りするときに実家がするような支度がないことを、ホーグランド夫人は心配してくれているようだった。

　彼女自身も、嫁ぐときにはすでに母を亡くしていたため、自分の若いときと重ね合わせて、ナザリオのことが気がかりな気持ちらしい。『僭越ながら、母代わりの気持ちで』と手紙には書かれていた。

　婚約発表後は、他にも様々な貴族たちから贈り物が届けられていた。いったいいくらするのか、大きな宝石のついた装飾品や、やたらと豪奢な髪飾りのような、困惑するような高価な贈り物も多くあった。そんな中で、ホーグランド夫人は、ピーノとロッコが一緒に休めるようなふかふかのクッションや、部屋に敷く柔らかな毛皮のラグ、素朴な雰囲気の使いやすいティーセットなどといった、実用的なものを送ってくれるのがありがたかった。

　その彼女から、式の数日前に届いた贈り物の中身が――この寝間着だった。

　脱げかけたガウンの下で、ごくごく薄い白の布で仕立てられた寝間着は半ば透けていて、ほとんどナザリオの躰を隠してくれてはいない。

　襟元と長袖の袖口、裾に繊細で上品な刺繍がされていて、それ以外の場所は、小さな乳首も、淡い色の性器までもが、ほぼ寝間着越しに見えてしまっている。

　つまり、かなり扇情的で、ある意味では全裸より淫らな寝間着なのだった。

「今日、式のあと、大広間でお会いしたときにも『きっと第一王子殿下は喜んでくださるから』と後押しされたので……」

　ナザリオがしどろもどろに説明すると、額に手を当てたレオンハルトは、深く息を吐いて寝台の端に腰を下ろした。

「あ、あの、レオンハルト様がお好きでないのなら、いつもの寝間着に着替えてきます」

　急に恥ずかしさが込み上げてきて、慌てて言ってガウンの前を掻き合わせようとする。

　立ち上がって隣の間に行こうとすると、腕を掴まれて止められた。

「着替える必要はない」

　そう言うと、彼は座ったまま手を伸ばし、引き寄せたナザリオからゆっくりとガウンを脱がせる。

　彼の目の前で、薄く透けた寝間着姿が寝室の明かりの下であらわになり、ナザリオは身を硬くした。

「気に入らない、というわけじゃない。ただ……少し驚いただけだ」

　熱く感じるほどの視線を感じ、ナザリオは戸惑った。

「レオンハルト様は、僕のためにたくさんのことをして下さるのに、なにも返せなくて……もし、喜んでもらえるというなら、たとえどのようなことでも、お心に沿うようにしたいと思っただけなのです……」

　正直な気持ちを伝えると、彼は目の前に立つナザリオの腰を引き寄せる。

　布越しの薄い腹に顔を埋めるようにして、そっと抱き締められた。

「俺のために、と思ってくれる気持ちは、とても嬉しい。だが、無理になにかする必要などないんだ。俺は、そのままのあなたを好きになったのだから」

「レオンハルト様……」

「いつもの神官服がいちばんよく似合うが、あなたなら、どんな服を着ていてもいい。ああ、本音を言えば、なにも着ていないところも大好きだが」

　当然のように言われて、顔が熱くなった。

「この寝間着も……もしやホーグランドどのの差し金かも知れないと思うと癪に障るが、奥方からの贈り物ならば、ただ純粋に、俺たちの仲を深めようという心遣いからだろう」

　ゆっくりと顔を上げたレオンハルトが立ち上がる。彼はナザリオを軽々と抱き上げ、寝台に寝かせた。

　ナザリオが楽なように、頭の下に枕を差し込んでくれる。仰向けの躰に伸しかかってきたレオンハルトは、改めて、薄い寝間着越しの肌をまじまじと見下ろしてきた。

「正直、この寝間着は、あなたの美しさを引き立てているし……よく、似合ってもいる」

　低い声で囁くと、彼は眩しいものを見るかのように目を細める。レオンハルトは布越しのナザリオの胸元を大きな手で撫でた。

「あなたが俺のために、この寝間着に袖を通して待っていてくれたのかと思うと、興奮せざるをえない。もし、この寝間着が俺が仕立てさせて贈ったものであれば、もっと嬉しかったろうな」

　予想外の台詞に、ナザリオは思わず小さく笑った。素直な言い方ではなくとも、いちおうは喜んでもらえているようなのに安堵した。

「レオンハルト様が下さるのであれば、どんな寝間着でもありがたく着て待ちます」

　一瞬触れる動きを止めた彼は、困ったように眉を顰めた。

「ナザリオ……可愛過ぎることを言わないでくれ。あまり甘やかされると、俺は仕立て屋に無理を言って、どんな淫らな寝間着を仕立てさせてくるかわからないぞ？」

　苦しげな様子で脅すように言われたが、いま着ている寝間着以上に恥ずかしいものなどない気がする。それに、レオンハルトが自分に着せたいと思うものなら、本当になんだって構わなかった。

　そう伝えると、彼は深く息を吐き「あなたは、男という生き物をまったくわかっていない」と呟いた。

「そんな……んっ」

　わかっているに決まっている。自分だって男だ。そう言おうとしたが、布越しの乳首に触れられ、きゅっと摘ままれて反論の言葉は遮られ、ただ甘い声だけが漏れた。

　レオンハルトの指で慣らされ、すっかり感じやすくなったそこは、軽く弄られただけで、すぐにつんと尖ってしまう。ごく薄い紗の布越しに、硬い指先で捏ねられているうちに、質問は頭から消え去ってしまう。

「ん……っ」

　端正な顔を伏せて、彼が小さな乳首に口付ける。布の上からねっとりと熱い舌で舐め回されて、

甘い刺激にナザリオは思わず腰を浮かせて喘いだ。

「あ……っ、ん、……ぁ……？」

　なぜか、レオンハルトは寝間着の前を開かず、その上から乳首を摘まみ、舌を触れさせてくる。

　前開きの寝間着はいくつかリボン結びで留められているだけだ。

　脱がせることなど、造作もないはずなのに。

　柔らかく薄い布地であっても、一枚介するだけでわずかにさりさりとした感覚になり、まるで獣の舌ででも舐められているかのようだ。

　尖らせた舌で突つかれ、少し肉厚な唇に挟まれて、じゅっと音を立てて甘く吸い上げられる。その間、もういっぽうの乳首も、指で絶え間なく捏ね回されている。彼の手によってすっかり感じやすくされた場所を思うさま弄り回されて、どんどん腰に熱が灯る。

　半ばまで身を起こしたレオンハルトの視線が、ナザリオの躰を舐めるように見下ろしていく。

　彼の視線にあるものに目を向け、息を呑む。薄い寝間着越しの自分の躰は――気づかないうちに、とんでもないことになっていた。

　胸元はレオンハルトの唾液で濡れ、ぷっくりと腫れた小さな乳首が浮き立って見える。下腹部では、解けかけた前合わせの間から、半勃ちの小さめな性器が覗いている。

「あなたのこんな姿が見られるなんて……まるで、夢のようだな」

　淡く染まったナザリオのそこに触れながら、やはり、夫人には礼を送っておこう、と彼が独り言のように呟く。

「あ、ぅ……、あ、あっ」

　硬い掌に握り込まれ、やんわりと扱かれる。久し振りの直接的な刺激に、一気に躰の力が抜けた。少し弄られただけで、すぐに先端からは恥ずかしいほどの先走りが零れて、達しそうになってしまう。

　それを見たレオンハルトは、寝台のサイドテーブルの上の瓶を取る。ナザリオを横臥させると、片方の脚を大きく持ち上げて開かせ、後孔に指先で触れた。

「初めてのとき以来、かなり、久し振りだからな……よく慣らしておこう」

　そう言うと、瓶を開け、香油をたっぷりと掬った指をそこに宛がった。

　滴るほど入り口に塗り込まれ、それからゆっくりと指が挿り込んでくる。

「……っ」

　二度目の夜であっても、狭い場所に太く節の張った雄の指を挿入されるのは苦しい。なんとも言えない違和感があった。

「今日のこの夜を、どれだけ待ち望んでいたことか……」

　焦れたように言いながら、レオンハルトはナザリオの奥を開く指を増やす。

　それは、自分も同じだ。

「あっ、……、ん、ん……」

　持ち上げられている細い足首に口付けられ、そこに残る敏感な傷痕にそっと舌を這わされて、ナザリオは身震いした。

　香油のものらしき、甘く淡い香りが辺りに立ちのぼる。上品な香りは、きっと高級なものなのだろう。

　抑えた自分の呼吸と、荒々しいレオンハルトの息、ふたりの衣擦れの音。それから彼の指がナザリオの後孔を濡らして開こうとする、くちゅくちゅという淫らな音が寝室に響く。

　更にもう一本指が増やされて、息が詰まる。苦しさからナザリオの躰は無意識にずり上がろうとした。

　その肩を掴まれ、頤を捉えられて、やや強引に彼のほうへ顔を向けられる。身を倒してきたレオンハルトの唇で、喘ぎを漏らす唇を塞がれた。

「ん、ん……ンっ」

　滴るほど香油を使われて、中をじっくりと開かされながら、咥内を彼の熱い舌で犯される。

　激しく唇を吸ってくるレオンハルトに、自分でも触れたことのないような躰の深部を探られる。彼の指は器用に動き、ナザリオが感じるところを探して蠢く。なぜか腹側の一点を擦られるたび、強烈な感覚が背筋を貫き、びくびくと勝手に躰が震えてしまう。

　後ろへの刺激だけで、もう前がしとどに濡れ、痛いくらいに充血しているのがわかった。

　指で中を弄りながらも、竦んだナザリオの舌を絡め捕って吸い、レオンハルトが甘く啜り上げてくる。

　覆い被さっている彼は上着を脱いだだけで、式に出た正装のままだ。ズボンに包まれた下腹部は彼の興奮をあらわすかのようにはっきりと膨らんでいて、時折ナザリオの腿に擦りつけられている。その刺激にさえも感じて、身悶えしてしまう。

　全身が敏感になっていて、どこに触れられても、彼の吐息がかかっただけで、甘い疼きが走る。

（……久し振りだからなのか、それとも、レオンハルト様に触れられているからなのか……）

　経験の薄いナザリオには、彼の手でだけ極端な反応を見せる自分の躰が、さっぱり理解できなかった。

　けれど、ただ、レオンハルトに触れてもらえて、嬉しい。ひたすら心地が良くて、得も言われぬ感覚にどんどん熱が上がっていく。わかっているのは、それだけだった。

「はぁっ、……あ、ぁ」

　ようやく濃厚なキスを解かれて息を吐く。耳朶を舐められて甘噛みされると、奥に差し込まれた彼の指を無意識にキュッと食い締めてしまう。

　苦笑したレオンハルトに、後ろからゆっくりと指を抜く。こめかみや頬に口付けられながら、ナザリオは必死で胸を喘がせた。　

　汗の滲んだ額に愛しげにキスを落としてから、彼が身を起こし、手早く服を脱いでいく。

　すべてを脱ぎ落としたレオンハルトの躰は軍人のものらしく、どこもかしこもがっしりと鍛え上げられている。逞しく引き締まった彫刻のような肉体の下腹部では、すでに反り返った雄の性器があった。

　呆然と目を奪われていると、伸しかかってきた彼に、脱げかけていた薄い寝間着の前を開かれる。

　脚を大きく開かされて、時間をかけて解され、しとどに濡れ切った後孔に硬い先端をぐりと押しつけられる。

　熱の籠もった漆黒の目で見つめられ、それだけで、全身が痺れたようになる。

　挿れるぞ、と告げられ、熱い塊が押し込まれてくる。

「あ、あ……っ」

　さんざん慣らされて柔らかくなった蕾は、レオンハルトの雄を恥ずかしいほど悦んで受け入れた。

　ゆっくりと、だが一息に奥まで突き入れられて、最奥を強く押し上げられる。

「あぁ、ん、……あっ、あ……っ！」

　すべてを呑み込まされた瞬間に、全身が痺れ、なにかが弾けたみたいな感覚がした。身を硬くするナザリオの前からは、ぴゅくぴゅくっと勢いよく蜜が零れていく。

　驚きと衝撃で、動揺していると、レオンハルトが息を吐いた。

「達したのか……あなたは、どこもかしこも感じやすくて……本当に愛らしいな」

　感嘆するように言い、レオンハルトがゆっくりと身を起こす。

「あ、ん」

　つんと尖ったナザリオの乳首を摘まみながら、彼は深く腰を突き入れてくる。達したばかりの敏感な躰を容赦なく責められて、ナザリオはいやいやと涙に濡れた顔を横に振りながら身悶えた。

　彼によって教えられた繋がることの快感を、また躰で思い出させられる。

「俺が、どのくらいあなたを愛しているか……ちゃんと伝わっているか？」

　緩く奥を突きながら問われて、ナザリオは必死でこくこくと頷いた。

　日々の行動で、言葉で、表情で、視線で――彼のすべてから、自分への想いが伝わってくる。

　こんなにも愛情深い人が、これまで誰も愛さずにいたなんて、幼少時に受けたレオンハルトの心の傷の深さを思うと、胸が痛くなる。

　ナザリオの返事に満足した様子で、身を倒すと彼が深く伸しかかってくる。

「愛している、ナザリオ」

「あぁっ」

　愛を囁かれながら、真上から貫かれる体勢になり、荒々しく突き入れられる。数度、そうされただけで、再び固くなっていたナザリオの前は限界を迎えて、またとろっと僅かな精液を吐き出してしまう。

　立て続けに与えられた眼の裏がチカチカするほどの快感の中、ナザリオは震える手を伸ばして、レオンハルトの頬に触れた。

「僕も、愛しています……一生、あなただけを……」

　必死の想いで伝えると、彼の肩がピクリと震える。

　首筋に顔を埋めるようにしてきつく抱き竦められる。根元まで昂ぶった雄を呑み込まされたまま、小刻みに腰を揺らされて、甘い声が漏れた。

「可愛い、可愛い俺のナザリオ……」

　貫かれていると、どこを擦られても感じてしまう。躰を深く重ねたまま、首筋に甘く歯を立てられて、ふいに痺れにも似た激しい疼きがナザリオの全身を走る。

　必死で縋りついた逞しい肩が強張り――次の瞬間、中に熱い迸りがたっぷりと注ぎ込まれる。

　陶然として、ナザリオは躰を満たす愉悦に身を任せた。


　疲労感で動けなくなったナザリオの躰を、レオンハルトは湯を絞った温かい布で丁寧に清め、新しい寝間着を出して着せてくれた。

　自らも寝間着を纏い、寝台を整えるところまでしてから、抱き上げて寝かせてくれる。

　レオンハルトは王族でありながら、細かい世話ではあまり使用人を呼ばない。器用なこともあってか、自分でできることはなんでもさっさとこなしてしまう。『いちいち使用人を呼ぶほうが手間だ』ということらしいが、靴の脱ぎ履きひとつですら使用人を呼びつける貴族も多いなかで、彼のそういったところは、ナザリオの目に非常に好ましく映った。

　目まぐるしい一日が終わり、彼の隣で安心して息を吐く。

　眠気に誘われかけたとき、ふいに温かな手に手を握られた。

　ゆっくりとレオンハルトのほうへ視線を向ける。

「……王家の一員となったことで、今後は、儀式への参加を強いられることもあるだろう。参加する貴族の中にはいろいろな人間がいるし、精神的な負担も、少なくはないかもしれない」

　少し硬い表情で、レオンハルトは続ける。

「だから……これからは、決して無理をしないでくれ。できる限り俺が表に出て、あなたの負担を少なくするつもりでいる。あなたの占いを蹴ったときの俺のように、嫌なときは堂々と欠席してくれて構わない」

　出会いのとき、国に帰ってくれと強く言ってきた頑なな彼の態度が蘇り、思わずナザリオの頬に笑みが零れた。

　同じことを思い出したのか、レオンハルトも少し照れたように笑う。

　寝台に横たわったままで彼と向き合う体勢になり、手を大きな両手で包まれる。

「俺はあなたに巡り合えて、得難いほどの幸福を味わっている。しかも、あなたと結婚したことで、王位を継ぐ資格を得ることができ、皆を安心させることもできた。あなたのおかげで、様々な意味で人生が変わったんだ。だから……俺に幸福をくれたあなたに、遠方の国の王家に入ったことで負担や苦労をかけたくない。俺を選んだことを、後悔させたくないんだ」

　そう言うと、彼は両手で包んだナザリオの手にキスをした。まっすぐにナザリオの目を見つめながら囁く。

「あなたを、この国の誰よりも幸せにしたい」

　胸が熱くなって、ナザリオは震える唇を開いた。

「僕はもう、世界でいちばんの幸せ者です」

　レオンハルトの目がナザリオに向けられる。

「だって、心から想う人に、想いを返してもらえて、そのあなたと、これからずっと一緒に生きていけるのですから……」

　彼の運命の相手を占ったときのことを思い出す。

〝彼と生涯をともにすれば、類稀なる幸福が待っています。

　この先にどんな苦難があろうとも、ふたりで手を取り合い、きっと乗り越えていくことができるでしょう――〟

　自らの占いの結果が正しかったことを、ナザリオは初めて我が身で体感した。

　背中に腕を回されて、額をくっつけ合い、鼻先を擦り合わせて、足を絡め合う。

　愛しい人と、国を超えて伴侶となり、結ばれた日の幸福を胸に刻む。

　ナザリオは、生まれてきたことを、初めて神に感謝した。


「ん……？」

　カリカリと扉を引っ掻く音が聞こえた気がして、ナザリオは目を開けた。

　それよりも先にレオンハルトが起きたようで、彼が身を起こす。

　まさか、と顔を見合わせ、慌てて重い体を起こして、急いで部屋の入り口まで向かう。

　扉を開けると『『ナー様！』』と小さな塊が声を揃えてナザリオの足元に飛びついてきた。

　通路に人気はなく、どうやら二匹だけでルードルフの部屋からここまで戻ってきたようだ。

　慌てて膝をついて二匹を抱き上げる。

「ピーノ、ロッコも……！　こんな夜中に帰ってくるなんて、いったいなにがあったの？」

　扉を閉めてくれたレオンハルトと共に、部屋の中に戻ると、ナザリオは訊ねた。

　小さな二匹はナザリオから離れずに、状況を説明した。

「目がさめたら、ロッコがもぞもぞしはじめて『ナー様のところにかえる』といいだしたのです」

「ち、ちがうのです、ピーノがナー様が寂しがっているかもしれないというからです」

　ふたりは互いのせいだと言い合いながら、どちらもナザリオにぴったりとくっついたままだ。

　やはり、生まれてからずっと一緒で、親代わりでもあるナザリオと離れて眠るのは、たった一晩であっても寂しかったのだろう。

　ほら、言っただろう？というように、レオンハルトは目が合ったナザリオに頷く。

　ナザリオは嬉しいような困ったような気持ちで、二匹を眺めた。

　両方の言い分をじゅうぶん聞いたあと、ピーノたちの頭を撫でながら言った。

「実は……ふたりがいなくて、僕も、レオンハルト様も、とても寂しいと思っていたんだよ」

　お泊まりを楽しみにしているから引き留めてはいけないと思ったけれど、でも寂しかったんだ、とナザリオは伝える。

　そう言われて、ピーノはナザリオの掌に頭を埋めるようにして全力で甘え、ロッコはレオンハルトの肩に乗り、すりすりと頬を擦りつけてくる。

「でも、せっかく招いてくれたのに、無断でこんな時間に出てきたら心配させるだろう？　国王陛下と使用人の方に、朝になったら急いで謝りに行かなきゃ」

　窘められて、二匹は大人しくはぁいと頷く。

　レオンハルトも苦笑して、ナザリオの腕の中に戻ったロッコの頭を撫でた。

　ルードルフの部屋からレオンハルトの部屋まではそれなりの距離がある。結婚式で大仕事を終えてはしゃいだその夜に、初めてのお泊まりに行き、そこから小さな足でこの距離を戻ってくるのはさすがに疲れたのだろう。ナザリオに抱かれてすっかり安堵の表情をしていたピーノたちは、落ち着くと眠そうにあくびをし始めた。

　ナザリオはしばらく二匹を撫でたあと、いつもの定位置にあるカゴの中にそっと寝かせた。

　お休みと囁き、大切な二匹に毛布をかけてやる。

　それから、寝台に戻り、愛する人の腕の中で、世界でいちばん幸福な眠りに落ちた。


　　　　　　　　　　　　　　　END

    
        　＊あとがき＊






　この本をお手に取って下さり、本当にありがとうございます！

　こちらは無垢な神官シリーズ一冊目の「王子は無垢な神官をこよなく愛す」発行後に、ご購入者様対象のプレゼント企画として個人的に制作した番外編集になります。

　この本の次に、スピンオフのクラウス×ティモ編が出て、そして今回、レオンハルトとナザリオの続編を出していただけるにあたり、電子書籍化することにしました。

　できれば、シリーズであともう一作出したかったのですが（クラウスの側近のセルジオ×レオンハルトの義弟のユリアンで……）そちらのほうは、また同人誌をつくれたらと思っております。

　本を作れたら電子書籍化したいと思っておりますので、ご縁がありましたらぜひ読んでやって下さいませ。






　このシリーズは、ずっと書いていたいくらい好きなお話で、エスヴァルドの王城を囲む森に住んでるふくろうとかになりたいなーなどと妄想しつつ作業をしておりました。






　オメガバースではないのでレオンハルトたちの間には子はできませんが、彼らの血を継ぐ甥姪や、ピーノとロッコの子孫たちが、ずっとエスヴァルド王国の平和を守り続けていくのだろうなと思います。






　ではでは、番外編までお読みくださり、本当にありがとうございました。

　レオンハルトとナザリオと小さな二匹の幸せな日常で、ちょっとだけ息抜きしてもらえたらとても幸せです。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　釘宮つかさ

    OEBPS/Images/embed0002.jpg





OEBPS/nav.xhtml



Navigation




		スタートページ









Guide



			Cover


    		本文








OEBPS/Images/embed0000.jpg
T & MR

(phe 1Y)

DERETEH AR

*HHEEQHKE %

*IERN0A 0D BQ- L0 HUAD %

#* U—\AODIQE ML %

* HMNVENIQIEH V! [ HIORR





